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廃プラの行き場を失った日本、意気込みを感じる政府の姿勢

2生活者の危機感と行動変化は比例しているのか
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⚫ 中国の廃プラ輸入規制を受け、国内で18年振りにリサイクルされない未利用の廃プラスチックが増加。

2017年128万トン→2018年142万トン。（プラスチック循環利用協会による）

⚫ 廃棄物の処分場不足も深刻化。（平成29年時点で全国の最終処分場の残余年数は16.4年、環境省による）

⚫ 2018年4月、政府は「第五次環境基本計画」を閣議決定。 SDGsやパリ協定を背景とする。

⚫ 2019年5月に策定された「プラスチック資源循環戦略」では環境省はじめ、複数省庁を横断して取り組まれる。

（環境省、消費者庁、外務省、財務省、文部科学省、厚生労働省、農林水産省、経済産業省、国土交通省）

◼ 近年のプラスチック利用に係る経緯

◼ 廃プラスチック容器包装廃棄量の国際比較

出典：Geyer, Jamback, and Law 2017

日本の一人当りの廃棄量は
アメリカに次いで2番目に多い

▼

◼ プラスチック資源循環戦略の目標

廃プラスチックのリサイクルと再生プラスチッ
ク利用を軸足に、世界のトップレベルの野心的
マイルストーンを目指す。（下記は抜粋）
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マテリアルリサイクル

ケミカルリサイクル

未利用（埋立、焼却）

ルール化に適応する生活者、リサイクル方法に言及できるか

3焼却せず循環できる再生原料の確保が鍵に
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◼ 環境意識の有無を言わさず促される行動変化

⚫ 1970年代に資源ごみの分別収集がはじまり、1980年代には全国的に広がった。各市町村で定める基準に

従って、ごみの分別意識は家庭に広く浸透している。

⚫ 2020年7月のレジ袋有料化後、レジ袋辞退率は70％以上、マイバック持参率は90％以上に。

⚫ 2022年度の施行をめざす「プラスチック資源循環促進法案」では、飲食店等でのプラスチック製のストロー

やフォークの削減を義務付ける。

◼ 国内プラスチック処理方法 ■「熱回収」以外の活用方法でワンウェイプラを減らす

（グラフ：環境省28年度報告を基に筆者作成）

プラスチック処理の約6割は
焼却による熱利用

マテリアルリサイクル ケミカルリサイクル

「材料リサイクル」「再資源
化」「再生利用」とも言い、製
品原料として再利用することを
主眼としたリサイクル手法。

プラスチックを再び油化、ガス
化して化学原料としたり、燃料
油やコークス炉の化学燃料とし
て再利用する手法。

国際的にはリサイクルと認められないサーマルリサイクルから
原料レベルで再利用できる循環型の手法へ



再生原料の需要拡大が循環を促し市場を創る

4再生回数を重ねても質が低下しない原料開発へ
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◼ 企業のプラ原料使用量と再生原料使用率目標
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2019年のプラスチック原料の使用量

2025年における再生原料の使用率目標

（コカ・コーラ社のみ2030年目標）

（万トン）

（グラフ：Ellen MacArthur Foundationの情報を基に著者作成）
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⚫ 国内外を問わず企業の再生プラスチック原料への利用増加が急速に進む。

⚫ 大手メーカー各社の2025年再生プラ原料確保の目標値は、おおむね現在の数倍。供給の逼迫が懸念される。

⚫ 特に再生PETの需要は増加傾向にあり、2019年後半からペットボトルの落札価格が上昇。

⚫ ポリエチレン (PE)、ポリプロピレン (PP)、ポリスチレン (PS)、ポリ塩化ビニル (PVC)といった製品使用の

多い素材も同様の傾向が予測される。

◼ 価値が上がる再生原料

◼ ケミカルリサイクル手法のリサイクル性と廃プラ適応性

（グラフ：旭リサーチセンター, 1位が6点、6位が1点）

（点）



参考・補足

5
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⚫ 世界各国が掲げるプラスチック利用の政策。その目標達成には、プラスチック容器包装を大量消費する企業が、再生

品を循環利用することが必要不可欠。特にグローバル企業の動向は注目され、ネスレやコカ・コーラなどは使用素材

の見直しを行い、リサイクル可能なものへ切り替えや再生プラスチック使用比率を高める独自の目標を掲げて取組む。

⚫ Ellen Macarthur Foundationらのプラスチック削減活動「New Plastics Economy Global commitment」には、

400以上の機関やグローバル企業が参画する。参加企業が取り扱うプラスチック量は世界全体の20％以上を占め、大

口需要家の取りまとめ役になっている。

⚫ 日本では花王が「ワンウェイプラスチックの水平リサイクルに向けた資源循環型モデル事業」の実証実験を行う。プ

ラスチック製商品のマテリアルリサイクルを行い、同時に再生プラスチック原料を確保するもの。しかし、花王のよ

うな国内大手でも、他のグローバル企業と比較して再生プラスチック原料の需要は小さく限定的である。「プラス

チック資源循環戦略」に掲げる目標を達成するためには、多数の企業の需要を取りまとめ、プラスチックの回収、リ

サイクル、再生プラスチックの供給のフローを作ることで、実現可能性を高められる。

◼ 資源循環を目指す企業を取りまとめる意義（リサイクル大口需要企業の取り込み）
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